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第 1 回 意 見 交 換 記 録



今年度の地域WS 進め方

課題・アイディアの共有

▼ 第1回(今回) ▼ 第2回(9/28)
課題解決・アイディアの

場所特定
アイディアの視覚化

第3回(11/22)

ワールドカフェ方式
意見交換

テーマ別まち歩き
ガリバーマップ

未来絵日記



第1回 地域ワークショップ ～ワールドカフェの進め方～

カフェでくつろぐ感覚でまちづくりの対話をします

①６つのテーマごとにグループに別れ、自由に話し合いを行います
途中席替えを行い、話合いは２回(Round1、Round2)実施します

■ 提案・アイデア：ピンク付箋 ■ 課題：黄色付箋

②そのテーマの代表として、マスターが話し合った内容を発表します

③発表グループ以外の方は、発表内容に対して意見・提案・応援メッセージを
■水色の付箋に記入します

④全ての発表が終わったら、水色の付箋をご紹介します

（4）コミュニティ(遊び・文化・アート)
（5）住宅・みどり(環境保全・子育て)
（6）防災(避難場所・防災対策)

（1）商店街・イベント(活性化・賑わい)
（2）公共施設(広場・施設)
（3）交通環境(道路・自転車・バス etc)

テ
ー
マ



 テーマ 商店街・イベント  ２０２５年８月３０日 第１回 ワークショップ 

 

 ワークショップでの意見等（ピンクは提案、アイデア、 黄色は課題、 水色は他の参加者からの意見等）  

 

 概要  

広場や街全体のイベント：街全体で音楽やパフォーマンスを楽しむイベント、アートをはじめとする文化的な薫りの

高い街にしていきたい。 

個性的な店、若者の新たな出店：個性的な店が住宅街に広がっている。家賃を安くすることで若者による新たな出店

を促し、素敵なアイデアを支援する制度の創出を通じてさらに充実したい。 

路地文化：歩いて楽しい裏路地が烏山の特徴。路上ライブや食べ歩きなどもできるように、魅力アップしたい。 

多様性を受け入れる街：増えている外国人居住者を受け入れる街、ペットが過ごしやすい街を目指してお店を充実す

るとともにエリア別に特徴あるクリスマスマーケットをはじめとする路上イベントを創出したい。 

再開発への期待：どこにでもある再開発としないために、先進事例から学ぶとともに、温泉や宴会ルーム、宿泊施設

などが組み込まれると良い。再開発について、街の魅力アップにつながるポジティブなアピールが必要。 

 

キャプションと

（場所） 
提案・アイデア 課題 会場からの意見、応援 

① 自転車：駐輪

場 の 配 置 ／

マ ナ ー の 向

上 ／ 上 手 に

共存 

 自転車との共存：⾧期間議論してい

るが、マナーも含めてなかなかアイ

デアが出ない 

 アーケードの出入り口に駐輪場が

あるとよい！！ 

 9／７、馬がやってくる！寺内ゼミ

で研究してくれている。古い人はマ

ナーが◎ 

 自転車を出す時に後ろを注

意せずぶつかる高齢者が多

い 

 自転車のこと 

 意識のある人もいるが、な

い人を何とかしたい 

 自転車のマナー安全安心な

街に 

 自転車問題：私も使うし不

便にならないようにうま

いこと解決してほしい 

② 広場：パフォ

ー マ ン ス ／

文 化 の 薫 り

の あ る 使 い

方 

 まち全体で音楽を楽しむイベント

／塾や若手から発信 

 街の案内／パフォーマンス／隠れ

店 

 ダンスなど／教室が多い／パフォ

ーマンスする場所としたい 

 駅から遠い店を駅前で紹介したい

（一度やってみて良かった） 

 みんなの投稿板で情報発信してい

る！！ 

― ― 

③ お店  若いカップルやお年寄りを対象と

したお店があるとよい 

 駅前でのインフォーメーションと

マップ／駅から遠い店を紹介する 

 家具を買える店がないので作った

らどうか（40 年前は大きな家具屋

があった 

 ファミリー向け飲食店が少

ない 

 イベントやお店の情報はど

こで取得したらいいのか分

からない 

 プラス思考の商店街にな

っていく！ 

 若者がお店を始められる

といい！そのとおりであ

る。回遊性が大事 

 烏山のインフォーメーシ

ョンに注力する点が良い

（お店の紹介等） 

 駅前の「キッチン中川」の

ように駅から離れていて

も出先のお店を駅近くに

開くことで、店の存在、商

品の味を知ることができ

るのではないか 

 小さな個性的なお店が輝

く烏山がいいネ！ 

 チェーン店が少なく、個性
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的なお店が多い。街並みが

好きで、このエリアに引っ

越したので、（他の人と）

同じ認識だったのが嬉し

かった 

 個性的な場所とかお店が

あるとおもしろい 

 小さくても良いお店が出

店できるのは良い 

 駅前ロータリーの案：はっ

けん通りが最近アツイの

で、ぐるっと廻るバスがあ

ると便利そう 

④ 環境温暖化

／暑さ対策

／風や雨／

アーケード

は使える 

 アーケード開閉式屋根があると買

い物に行きやすい 

 施設の暑さ対策 

 暑さ・雨・風をどうするのか 

― 

⑤ スタンプの

充実 

 ダイヤスタンプを出してくれるお

店を増やしてほしい。集めるメリッ

トを知る手段は？ 

 現在の景品は「高尾山までのチケッ

ト」昔はすごかった！ 

― 

 ダイヤスタンプは継続し

てほしい 

⑥再開発：どこ

にでもある街に

しないこと／よ

くなる点につい

てはきちんと共

存する／特徴あ

る 施 設 づ く り

（温泉・アート・

宴会場） 

 宿泊施設（今は調布・新宿） 

 温泉（見晴らし good！） 

 宴会ルームもあるとよい 

 アートの発表の場をもっと設けた

い 

 ロータリーが出来ると今までのよ

うなお客様の回遊がなくなる 

→無料バスか何かがあると良い 

 再開発についてポジティブ

な広告が足りない 

 魅力アップにもつながるこ

ともある 

 よくなる、楽しくなる、烏山

らしくなることをアピール

するべき 

 どこにでもある街にはなっ

てほしくない（再開発は金

太郎アメになりがち） 

 ただの中継点になるのはよ

くない！！ 

 タワーマンション開発は画

一的で好きではない。建設

中、メンテ中、街が暗いし… 

 南商店街のイベント：再開

発に対するネガティブな

イメージがまだある。払拭

していいまちにできるこ

とを考えよう！ 

 再開発ビルに温泉がある

とイイネ 

 開発によりよくなったま

ちに見学に行きたい 

 歩く人、自転車、車の買い

物、休憩の使い勝手をよく

したい 

⑦街全体にアー

トを！！：路上

ライブ／パフォ

ーマンス 

 配電盤を利用して 1 人のアーティ

ストのパフォーマンスの場とする 

 音楽の香りがしない 

 25 年くらい前には楽器店が

あった 

 文化的な活動が少ない（目

立たない） 

 若者が定着しない 

 アート、音楽のイベントと

スペースはとてもよかっ

た 

 

⑧若者が住んで

いる大きな理由 

 小さい店を企画して出店しやすく

する 

 隠れ家レストラン（住宅街） 

 個性的個人店が繁盛する環境へ 

 素敵なお店のプランを持った人を

支援する制度 

 家賃を安くしてもらい、真面目なお

店を育てたい 

 大手チェーン、仙川化はし

たくない（個人的には） 

 地元のお店がたくさんある

とよい：例）ベンチコーヒー

（大手チェーンが多すぎる

のはいかがなものか） 

― 

⑨路地を大切に

／小さなお店の

魅力／路地を増

やす 

 路地があって歩いて楽しい小さな

営業のできる街 

 今後は路上ライブをやったら良い 

 裏通り商店街でみちばた食べ歩き

フェス 

― ― 

⑩外国人／多様

性、ペットを 

 ダイバーシティ／多様性／外国人

を受け入れる街 

 ペットが過ごしやすい街がよい／

歩き、リードつなぎ、水まわり関連

ショップの誘致 

 歩道の作り方水回りの用意が必要 

 フェスティバルをやってみるとよ

い 

 エリア全体でクリスマスマーケッ

ト、路上イベントを行う 

 冬暖かいイベント！！路上でスト

ーブなど 

― 

 商店街イベント：外国人が

増えているので積極的に

取組むとよい 

→企画・運営のお手伝いを 

 やりたい！ 

 仙川のキューピーと協力

し、地元商店と一緒にペッ

ト用食品の商品開発がで

きないか？ 

 パフォーマンス集団の活

躍できることはないか？ 

 仙川に桐朋学園大学もあ

るので演奏（小）会を駅周

辺でやってはどうか 

 

 



 テーマ 公共施設   ２０２５年８月３０日 第１回 ワークショップ 

 

 ワークショップでの意見等（ピンクは提案、アイデア、 黄色は課題、 水色は他の参加者からの意見等）  

 

 概要  

区民センター前広場：区内でも特徴的な街の中心になっている広場を大切にしたい。一方、改善の余地はある。そし

て、南側にできる広場との連携が大切である。 

 

区民センター：部屋の数は多いが、キャパが足りない。現代のニーズに対応できていない。 

 

高架及び高架下：新しくできる比較的大きな空間に対して、緑、店舗、駐輪場などの期待は大きい。 

 

南側地区：情報が足りなく、具体的な提案は少なかった。 

 

交通：将来は地区内の歩行者、自転車、車のあり方を総合的に考えたい。基本はゆったり歩ける街。 

 

公共施設のあり方：既存の施設と新しくできる施設の役割とコンセプトを作ることが大切、それには利用者、住民の

参加も必要。 

 

キャプションと

（場所） 
提案・アイデア 課題 会場からの意見、応援 

① 区 民 セ ン タ

ー前広場 

 区内ではほかには無い最も大切な

空間 

 広場を芝生にして、もっと人を集

めてはどうか。南池袋公園のよう

に 

 もっとさまざまなイベントができ

る広場にしたい。 

 南側にできる広場との関連性を高

めた作りが必要。 

 〇〇フェスのようなイベントをや

りたい。 

― 

 若い人が興味のある催し

が行列になったら、住む人

が増えると思った 

 烏山はおまつりが多いの

で、そこはなくならないよ

うにしたい 

② 区 民 セ ン タ

ー 

― 

 施設の数はあるが、キャパが

少ない。 

 烏山が変わるのなら、会議を

して、その後、懇親会が出来

る施設がほしい。ホテルとか。

集会室は手狭で、いろいろな

利用が難しい。１００人以上

が集まれ、飲食もできる場が

この街にはない。そのため、

調布などに流出している。 

 タウンホールにはスカイラウ

ンジがある。 

 烏山図書館が狭い。UD 的に

も問題ではないか。 

 ホールが大きすぎないか。も

う少し小ぶりの会場がたとえ

ば高架下に欲しい。 

 いろんなキャパ、多様なホ

ール、ミニ劇場などがある

というアイデアは Good 

 現在の施設をいかに活か

すか？ 

 芸人に視点を当てるのも

面白い。 

 北側の区民センターのバ

ランスも考えたい。 

 区民が使いこなせる、公共

施設になる母体を作りた

い。 

 区の施設のこれからにつ

いて知りたい。 

③ 高架、高架下

下 

 京王線のコンクリートの柱がいっ

ぱいできる。無機質な場所になる

ので緑化してはどうか。＋ミスト

シャワー 

 下北沢のボーナストラックのよう

な小さな店があったらいい。 

 駅から少し離れてもいいが、若い

人が店を出せるところが欲しい。 

― 

 駅下がコンクリートばか

りだと景観が悪いね、淋し

い気持になる。 

 京王線の柱をキャンパス

に見立てて、クリエーター

の作品発表の場として活

用してはどうか。 
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 芦花公園駅まで高架下を歩いて繋

ぎたい。 

 南北をつなぐ箇所は多い方がい

い。 

 高架下の利用に住民が参加できな

いか 

④駅前広場南側

地区周辺 

 居場所空間を備えた、広々、ゆっ

たりした図書館、知と出会いの場 

 最上階に宴会ができる場所があれ

ばいい。 

 街に来た人が止まれる場所が

少ない。（ここでやれたら） 
― 

④ 広場  烏山っていいね。と思える広場 ― ― 

⑤ 公共施設の

あり方 

 まとまった施設よりいくつかの施

設がつながると良い 

 ボランティアが多い。 

 フォーラムから生まれるボランテ

ア活動に期待。 

 多文化共生の場、拠点がな

い。 

 文化交流の情報や場所の

案内が少ない。 

 フォーラム発のまちづく

り活動に取り組んでいけ

るといいね。 

⑥ みどり  昔は葡萄畑があった。葡萄のイメ

ージは広場にもある。 

 みんなで管理する畑、話が弾む。

←場所がなかなか無いから、屋上

でもいいのでは 

 緑があるほっ！とできるひと

休みできるイス・ベンチ 

 季節を感じられるものがほし

い 

― 

⑦ 交通  車と自転車の流れを街全体で考え

る。 

 ゆったり歩ける街が希望。それに

は車、自転車、人のルール作りが

必要。 

 地区内は杉並区のグリスロのよう

な交通手段があれば良い。豊島区

のイケバスも参考になる。 

 歩道が少なくて安心して歩

けない。みどりが少ない。 

 駅までの移動 

 若い人と速度感が違う。 

 高架下を自転車問題の解

決に当てるのはすごくい

い。でも閉じないでほし

い。 

⑧ 駐車場  公共の駐車場を作り、少し遠くか

らの客に街に来てもらい、買い物

やイベントを楽しんでもらい、活

性化につなげる。 

― ― 

⑨ 店の状況  はっけん通りには良い店が増えて

いる。 

 特徴のある店づくりが大切。 

 烏山は店舗の家賃が高いた

め、出店が難しい。 

 買取の店が多くなり、賑わい

が減っている。 

― 

 



 テーマ 交通環境   ２０２５年８月３０日 第１回 ワークショップ 

 

 ワークショップでの意見等（ピンクは提案、アイデア、 黄色は課題、 水色は他の参加者からの意見等）  

 

 概要  

駅周辺の交通環境：自転車利用者が多く、他にも自動車や歩行者が入り乱れていて危ない。子どもも高齢者も安心し

て歩けるよう、緩く動線を誘導する、道路の設えで走行速度を落とす仕掛けを設けるなど、皆が共存できるようにす

る。 

歩行者優先、歩行者天国（駅前通り）：駅前通りは自転車で走行する人や路上駐輪が多く、歩行者が安心して歩けな

い。歩行者優先のまちづくりを進めたい。 

駐輪問題：特に買い物利用者の路上駐輪が多く、駅近くの駐輪場は停めたくても満車で停められない。買い物時に短

時間利用できる駐輪スペースを設けるなど、駅近くに気軽に置ける場所があると良い。 

バス・タクシーの利便性：乗り場が駅から離れており、場所も分散していて乗り継ぎも含め利便性が低い。駅近くに

整備予定の駅前広場に乗り場が集約されると便利になる。しかし、集約されると、商店街を通らずにバスやタクシー

に乗れるので、街を回遊する人が減るおそれがある。利便性を高めつつ、回遊性も高めたい。 

再開発による交通への影響：駅南側の再開発により、住人や利用者が増え、車利用も増えると思われる。交通環境が

悪化しないような対策が必要である。 

 

キャプションと

（場所） 
提案・アイデア 課題 会場からの意見、応援 

① 駅 周 辺 の 交

通環境 

 旧甲州街道は交通量が多く危ない

ので、自転車用と歩行者用の道があ

ると嬉しい。 

 ハッキリと分断するのではなく、な

んとなく緩い感じで思いやりを持

った分け方が良い。 

 ハンプやシケインなど道路の設え

によってゆるやかに交通を誘導し

てはどうか。 

 高齢者も歩きやすい通りに。 

 

 車と自転車、歩行者、障害の

ある方の動線が混在してい

る。整理が必要だ。 

 車利用者が少ないから、自

転車利用者が多い。 

 北 烏山 方面 には バス がな

く、自転車利用者が多い。 

 人と車と自転車共存でき

る街。やさしさのある街。 

 人と道路分けていいよね。 

 老人、子供も歩きやすい環

境を考える事は大事。 

 コンクリートだけでなく、

土とかの道がほしい。 

 高架下は南北通行できる

ようにすると、人の流れが

よくなると思う。 

 若者の立場だと“歩きにく

さ”を感じることはないの

で、色々な世代の意見が聞

けて認識が変わりました。 

② 歩 行 者 優 先

歩行者天国 

（駅前通り） 

 駅前通りを歩行者天国に。自転車は

乗入禁止。 

 週末ぐらいは歩行者天国にして自

転車をシャットアウトしてはどう

か。 

 歩行者優先のまちづくりを進める。 

 商店街の歩道に自転車がた

くさん停車している。 

 自転車、車、人の共存いい

と思いますが、基本的に

歩行者だけの道や時間を

設けてほしいです。 

 “歩行者天国” 

 （まちの中心は）ロータ

リー以外は車が入れない

ような町がいい。 

③ 駐輪問題  気軽に置ける駐輪場を整備する。 

 店の前に駐輪スペース（自転車ラッ

ク）を設ける。 

 無料の駐輪場をつくる（一定時間無

料、あるいは買い物をすると無料） 

 

 買い物目的で来ている人は

駐輪場に停めない人が多い

と思う。 

 買い物用自転車が多い。 

 放置自転車が多く、人の通

行や車両の通行が困難。 

 少し買い物する間、自転車

を数分気軽に置ける場所が

ないと思う。 

 地下駐輪場は平日すぐ満車

になるため停められない。 

 自転車の量に比べ駐輪場が

少ない。 

 駐車場と駐輪場の整備は必

須。 

 駐 輪 場 の つ く り 方 が キ

モ!!高架下の中央に入れ

ることできないかな。みえ

る部分（道路沿い）は店な

どにする。 

 駐輪と景観のバランスが

必要。 
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④ バス・タクシ

ーの利便性 

 駅前広場にバスやタクシーを集約

する。 

 バス停留所が遠い。旧甲州

街道やライフ前などバス停

留所が分かれていて、乗り

換えが不便。 

 タクシー乗り場が遠い。 

 分断されない交通網。 

 区役所へ行くコミュニテ

ィバスがほしい。 

⑤ バス・タクシ

ーの集約 

（駅前広場） 

 集約により生じる回遊減少を解消

する手段が必要。回遊したくなるア

プリとか？ 

 大手チェーン店より個人店が多い

方が良い。隠れ家のような。街全体

に路面店が増え、そこにしかない店

があると行きたくなる。 

 

 駅前広場にバス停ができる

と商店街に人が行かなくな

るのでは？ 

 駅前広場に集約されれば早

く乗降できるけど、商店街

を回遊する人が減る。バス

は駅前広場に集める必要な

い。 

 駅前広場にバス停が出来る

と商店街ができるの？ 

 駅前広場で北と南の乗り

かえ、一緒になることの課

題やメリットをみんなで

考えられたらイイよね。 

⑥ 再開発によ

る交通への

影響 

 再開発で交通量が増えても渋滞が

起きないようにしてほしい。 

 タワマンの駐車場出入口は補助２

１６号線側にしてほしい。 

 はっけん通りに信号設置が必要。 

 

 再開発により、交通量や路

上駐車が増え、道路の混雑

が 今よ りひ どく なる と思

う。 

 再 開発 によ り人 が増 える

と、はっけん通りの交通量

が激しくなる。事故が増え

る？ 

― 

⑦ 京王線の地

下化 

 京王線を地下化して線路跡地を避

難路にする。 ― ― 

⑧ 駅前広場の

活用 

 アートイベントを開催するなど、区

の土地が駅前にあるメリットを活

かす。 

 買い物をする、飲食を楽しむだけの

街ではなく、アートの雰囲気もほし

い。 

― ― 
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 ワークショップでの意見等（ピンクは提案、アイデア、 黄色は課題、 水色は他の参加者からの意見等）  

 

 概要  

情報の“見える化”：地域の出来事やお祭り、良いお店などを発信する方法が議論された。SNS やマップを活用し、ポ

ジティブな情報を共有していく工夫が求められた。 

広場の活用：多世代が気軽に集えるスペースの必要性が強調された。人工芝やイスを置く試み、フリーマーケット、

夜間照明の工夫などが提案された。 

文化・アートの発信：地域に眠る文化資源やアート活動を顕在化させ、広場や再開発空間を活用する案が出された。

発表の場を増やし、まち全体の雰囲気に文化的要素を取り入れていく視点が示された。 

烏山マインド：挨拶や交流を通じて「多様性を受け入れる心」を育てる取り組みが提案され、世代を越えたつながり

を大事にする姿勢が確認された。 

キャプションと

（場所） 
提案・アイデア 課題 会場からの意見、応援 

① ま ち の 情 報

の “ み え る

化” 

 ほめる専門の SNS/あえて良いこと

しか書かない。良かったことをお店

の人や本人にきちんと伝えるプラ

ットフォーム 

 からすやまのイベントをアプリで

一括確認できるように 

 どこで何をやるのか分かるお祭り

MAP 

 あちこちにアート作品などがあれ

ば、街歩きが楽しくなりそう(MAP

など作成) 

 昔の歴史が分かる地名が残ってい

るので、それを伝える・わかるまち

づくり 

 盆踊りやおみこしをより続けられ

るようにするためにコミュニケー

ションを取れやすくする機会をつ

くる 

 ガイドマップがあると人が集まる

かも 

 からすやまモデルルート（昭和レト

ロカフェや文学館、寺町などを巡る

ことで千歳烏山を楽しむ） 

 良いお店や、ほっこりした

エピソードや口コミ情報と

して伝えていくにはどうし

た良いか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 光るお店はたくさんある！

連携が取れるともっと街が

盛り上がると思う 

 今どのようなコミュニテ

ィがあるのか知りたい 

 ほ め る 専 用 Ｓ Ｎ Ｓ 良 い

ね！ 

 ＳＮＳの活用はプラス思

考の発信を続けていくこ

とが大事だと思う 

 文化をデータ保存管理。

VR とか３D 化 

 

 ユマニテでおいしいカフ

ェのマップを配ってます 

 今コーヒー屋さん MAP 作

成発行しているがとても

人気です。今後ジャンル増

やしたい（スイーツ、町中

華、パン屋など検討中）ユ

マニテ 

② 広場の活用  多世代がフリーに集えるスペース 

 ゆったりした時間が流れる設えが

あると良い 

→週末の午後でイベントがない日に

人工芝とイスだけ置いてみる。 

→地域の人で見守りをする。週末の午

後だけなど、とりあえずやってみる 

→将来は本物の芝が良い。水やりは井

戸水を活用する 

 常設のフリーマーケットスペース

があると良い（駅前で野菜の販売な

ど） 

 夜にもっと明かりが多いと“安全に

たむろ”できて良い 

 気軽に多世代交流ができる

スペース（屋外）がない 

 子どもの遊び場をぜひ駅

周りにも！子どもの笑い

声が聞こえない 

 高齢者や高齢１人暮らし

の視点が少ないのではな

いか？ 

 夜もっと灯りがあると良

い 

→区主導の LED 電灯整備に

頼るだけではない、まちの

みんなで”灯火プロジェク

ト“やらない？ 
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③ 広場の名前  広場に名前をつけよう！命名権で

活動資金をつくる 

→活動資金で、まち全体で音楽を楽し

むフェスを開催 

→アート音楽、イベント開催（誰でも

何でも参加可） 

 カワイイ名前（愛称） 

― 

 「からぴょん広場」。その

中に「えるくんコーナー」、

「もーるちゃんコーナー」 

④ 駅前通りの

活用 

 青空フードコート。商店街沿いには

飲食店が多く並んでいるので道路

にテーブルを出して道路を活用す

る 

― ― 

⑤文化的資源や

アート・カルチ

ャー活動を知っ

てもらう 

 センター前広場、再開発広場をアー

ト、カルチャーの発表の場にして有

効活用する 

 核となるような「発信」できるお店

をみんなで設置したり応援したり

する 

 価格も含めて入りやすい地域のた

めのお店づくり 

 アートや音楽など文化的な

資源（人や活動）がたくさん

あるので、それがもっと街

の雰囲気に現れてくると良

い（デザインなどに） 

 文化的要素があまり感じら

れないので、よそから人を

呼べない 

 アート、カルチャーの活動

が知られていない（目立た

ない） 

 アート、カルチャーの発表

の場が少ない 

 コミュニティづくりにはイ

ベントを実施する人（まわ

す人）が集約していく核が

必要 

 烏山のアートは分散して

いる。それを発掘して顕在

化させていく 

→全体をプロデュースす

る人が必要。近隣出身のア

ーティストは居ないだろ

うか？ 

 文化的要素の集大成を大

きくイベントにしたらい

いなと思いました 

⑥まちのシンボ

ル 

 モニュメント・ランドマークを新た

にできる駅前広場に設置して目印

になるようにする 

→烏山の街の特徴である多様性を

象徴するものにしたい 
― 

 高層マンションを虹色に

カラーリングしては？多

様性バンザイ！ 

 多様性のあるまちの実現

を考えたいです。多様性を

表すモニュメントってど

んな感じなんだろう？ 

⇔高層ビルによる格差社会 

⑦高架の作り方  高架により南北につながる広い空

間ができるので、コミュニケーショ

ンできる場所が欲しい（例えば、散

歩しながら南北の町を楽しめるよ

うに） 

 高架下の街側には細⾧い店をつく

りコミュニケーションの場にする 

→街に背中を向けたような開発には

して欲しくない！ 

― ― 

⑧歩きやすい街

づくり 

 平らで誰もが歩きやすい道づくり  町中を用事で歩くが、高齢

者にはちょっとした段差や

タイルの目地でも歩きづら

い。道路の素材（デザイン）

もバラバラで外出するのが

おっくうに思ってしまう 

― 

⑨緑豊かな街づ

くり 

 みどりとまちの機能の共存を目指

す 

 現状は駅まわりに緑が少な

い。理想は緑でいっぱいに

なり豊かになって欲しいけ

ど、お店もたくさんあるの

でスペースが取れないので

はないか。 

 やりっぱなし（植えただ

け）はいけないので、管理

の仕組みを作っていかな

いといけないと思います 

⑩外から来る人

のために 

 民宿のような場所が欲しい 

 子育て世代でも気軽に買い物に来

られるように外の人が利用しやす

い駐車場 

― ― 

⑪烏山マインド  若い人が気軽に参加できる飲み屋

コミュニティのようなゆるくつな

がる場があると良い 

 広場にいる人にアイサツするとこ

ろから始めてみる 

 烏山はいろんな人を受け入れる「烏

山マインド」があるので、それを広

めていく（アート・活動、これから

進む様々な整備で） 

 町内会の高齢化が深刻でど

うにかしないといけない 

 文化を感じられるまち。イ

イね！ 烏山マインドづ

くりイイね！ 

 “からすやま mind”をつく

っていくコト 

→心を育てていく取組みイ

イね！一緒に多様性のま

ちをつくりたい 
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 ワークショップでの意見等（ピンクは提案、アイデア、 黄色は課題、 水色は他の参加者からの意見等）  

 

 概要  

居心地のよいまち：みどりや土がある場所が居心地のよさに繋がる。そして、みどりを増やすことや居心地のよいま

ちにすることが烏山の魅力向上に不可欠である。 

みどりの管理：みどりを増やすとともに、継続的に維持管理を行う。その担い手は区民であり、費用はクラウドファ

ンディングや地元企業の協力で賄う。 

高架下の活用：高架下の設えはまちの魅力向上に大きく影響する。京王電鉄を巻き込んで、高架下の活用を一緒に考

える。 

多様な居住空間の供給：従来型家族向け住宅だけでなく、単身や２人向けなど多様な居住形態に対応できる多様な居

住空間の供給が必要である。 

地域コミュニティ：再開発エリアのタワーマンション建設により、周辺の景観、風害、コミュニティ形成などに懸念

がある。 

ゴミのないまち：ゴミやポイ捨てタバコのないまちを目指し、ゴミ箱を設置する提案と持ち帰り文化を普及させる提

案が出された。 

キャプションと

（場所） 
提案・アイデア 課題 会場からの意見、応援 

① 区 民 セ ン タ

ー前広場 

 現在の広場のような使い方ができ

る広場を。 

 居心地の良いベンチ、風通し、緑陰、

ミストなどを考える。 

 公共の気持ちが育つようなモニュ

メントをおく。 

 まちのシンボルとなるような、コミ

ュニティ広場、どろんこ子ども広場

にする。 

 居心地のよい場所になるようなデ

ザインを考える。 

 大勢がいられる、かつ、一人でもい

られる広場に。 

 木陰をつくる。 

 井戸を設置し、水あそびなどの遊び

と連動させて防災を学ぶ。 

 

 今は居心地が良くない。  早朝にヨガができるよう

な、広々として緑のある

場所があるとうれしい。 

 区 民 セ ン タ ー 前 広 場 を

「からぴょんひろば」に

して、みんなで大きな「か

らぴょん」を描く。 

② 高架下  烏山に合った高架下について京王

電鉄を巻き込んで一緒に考える。 

 高架下にナショナルブランドでは

なく個人店舗などの小さい店舗を

入れる。 

 北と南を行き来できる通り抜けを

つくる。 

 コンクリート柱が並ぶので無機質

にならないようにゴーヤなどのみ

どりを設える。. 

 木陰とミストを設える。 

 高架下をどのようにするの

かが見えないので心配。  

 自転車置き場だけになるの

は避けたい。 

― 

③ 居 心 地 の よ

いまち 

 駅前広場や再開発エリアは、歩いて

いる時の心地よさをつくり出せる

よう、1 階にみどり、にぎわい、街

路樹を充実させる。 

 高層化せず親しみの持てる住宅や

商店があるまちにする。 

 補助 216 号線は車中心の道、駅前

通りは人中心の道と棲み分け、歩い

て心地よいまちにする。 

 最近は暑すぎて外出できな

い。 

 駅前広場や再開発エリア

は、歩いている時の心地よ

さがもっとほしい。 

 ミストはコストもかかるの

で懸念がある。木陰をつく

る方が良いと思う。 

 街全体で建物の統一感が

ないと思う。 
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 暑さ対策として、小さな商店街の路

地など木を植えられない場所には

ミストを設える。 

 暑さ対策として、バス停にミストを

設える。 

④ みどりを増

やすまち 

 小さな農園など土がある場所をつ

くり、食べられる植物を植えると災

害時に利用でき、防災にもなる。ネ

コジャラシ、ヤブカラシなども食べ

られるし、ニガウリは緑陰にもな

る。 

 緑が多いだけでなく土もあるまち

に。 

 住宅の緑を増やすことを考える。手

入れしやすい緑や植物の提案をす

る。 

 空と近いテラス、屋上、ベランダな

どに緑を設えて、地面だけでなくま

ち全体でみどりを増やす。 

 気候・環境に合ったまちづくりを。 

 世田谷は住む人の街であ

り、緑も住宅も多く空が広

いが、シェルターとしての

緑は少ない。 

 広場などまとまった場所だ

けでなく、もっとあちらこ

ちらに緑があってほしい。 

 はっけん通りの街路樹はサ

ルスベリなので日陰がな

い。西日カーテンが必要。 

 下北沢では街の緑を維持

するために一般社団法人

シモキタ園芸部が活動し

ており、参考になると思

う。 

 木が増えるといいね！ 

⑤ 多様な居住

空間の供給 

 従来型家族向け住宅ばかりではな

く、単身や２人向けなど多様な居住

形態の住宅をつくり、多様な人が住

めるまちにする。 

 タワーマンションにも多様な居住

空間を。 

 公営住宅団地の建替え期間

中、住民が減り地域の多様

性への影響が心配。 

 公営住宅団地の建替え期間

の住民の仮住まい確保が心

配。 

 北烏山 3 丁目団地を建替

える際は、これから住む

人 の た め の 住 宅 を 増 や

す。 

 多様性があり、住む人が

誰でも安心できる街に。 

⑥ まちの居場

所づくり 

 空き家なども活用して、ちょっとし

た居場所の数を増やす。 

 精神障害者などマイノリテ

ィの方のまちの中の居場所

がない。 

― 

⑦ ゴミのない

まち 

 ゴミのないまち、ポイ捨てタバコの

ないまちになるように、リサイクル

を兼ねてあえてゴミ箱を置く。置く

ならリサイクル広場に。 

 ゴミのないまち、タバコのないまち

になるように、持ち帰り文化を育て

る。 

 ゴミ、タバコの投げ捨てが

まだまだある。 

― 

⑧ 地域コミュ

ニティ 

 再開発エリア周辺地域の人もまじ

えた話合いをして、烏山らしいまち

づくりを進める。 

 タワーマンションができる

ことでコミュニティの分断

や立退交渉が懸念される。 

 タワーマンションが格差

社会の象徴とならないよ

うなデザインの工夫をす

 再開発エリアの小さなお店が残る

ようなまちづくりを。 

 まちを分断しないまちづくりを。 

 タワーマンションができる

ことでみんなが好きな烏山

がどのように変わってしま

うのか心配。 

ると良いと思う 

 タワーマンション建設に

対 し て 賛 成 反 対 が あ る

が、最上層にレストラン

とか展望台を作ったらど

うだろうか。一般の人も

住民も利用できるのでは

ないか 

⑨ まちのみど

りの管理 

 みどりの手入れは、ボランティアで

行う。町会、まちの人、フォーラム

メンバー、高齢者、障害者など多様

な人が関われるようにする。 

 管理方法は、町会など小さな単位で

決める。 

 管理費用は、クラウドファンディン

グや地元企業へ協力をお願いする。 

― 

 「言った人がやる」大事

だと思う 

 樹木管理の継続について

考えることの大切さにも

触れていていいね！  

 室内農園、業者を招致す

る 

⑩ ま ち の 景

観、環境 

― 

 タワーマンションによる風

害が心配。マンションの足

元だけでなく、駅ホームに

も横風が吹く懸念がある。 

 中低層のまちにタワーマン

ションができると景観を圧

迫すると思う。 

 人口減少する将来、タワー

マンションの空室増加が懸

念される。 

― 

⑪ まちの小さ

な避難場所 

 街なかに、ちょっと避難できる場

を。 

 井戸を設置し、水あそびなどの遊び

と連動させて防災を学ぶ。 

― ― 
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 ワークショップでの意見等（ピンクは提案、アイデア、 黄色は課題、 水色は他の参加者からの意見等）  

 

 概要  

情報共有：情報共有はいろいろな形があり、町会などではイベントなどで周知の工夫は行われている。町会とマンシ

ョンとの間のギャップが課題になっている。看板やアプリなどいろいろな情報共有のあり方があるが、日頃の備えか

ら災害発生時などそれぞれのフェーズで必要とされる情報の整理と発信の整理が必要。まち歩きなどの点検をつうじ

た周知や成果をマップなどでまとめることによるアイデアが出された。 

 

高齢者への対応：在宅避難が推奨されているが、高齢者は一人では不安であったりすることもある。一方で避難所へ

の移動などで課題も多いことから、地域ぐるみでの対応が必要である。 

 

区民センター：地域のハブとして情報の拠点などへの期待がある。

 

キャプションと

（場所） 
提案・アイデア 課題 会場からの意見、応援 

① 区 民 セ ン タ

ー前広場 

 区民センター前広場に避難してき

ても収容人員には限りがある。現在

区では在宅避難を推奨しているの

で、在宅避難の人も情報を得られる

ような情報拠点として位置づけて

はどうか。 

 防災イベントは開催し、AED の講

習会や D 型ポンプの放水訓練とか

け合わせたどじょうすくい(今年は

スーパーボールすくい)など若い親

子連れが参加してくれ、好評だ。 

 商店街の防災倉庫があり、D

型ポンプなどが入れてある

が、食料は備蓄していない

ので、それぞれで備蓄する

必要がある。 

 在宅避難者に情報が行き届

かない。物資の配給場所に

とどまってしまう。 

 AED の講習を受ける機会が

ほしい。 

 10 年前ぐらいだったと思

うが、災害発生時に区民セ

ンター前広場の使い方を

商店街の方々と議論し、広

場を情報拠点にしようと

記憶している。皆で合意し

てはどうか。 

② 区 民 セ ン タ

ー 
― 

 区民センターに設置してい

る雨水タンクが壊れている

の で メ ンテ ナ ン スが 必要

だ。 

― 

③ コ ー シ ャ ハ

イム周辺 

 防災イベントはやっているが、実際

避難場所まで移動してみるなど実

践的なシミュレーションをやった

方が良い。 

 10 年前に建て替えられ、在

宅避難はできるが、在宅避

難に関する情報などまだ認

識されていない。 

― 

④駅前広場南側

地区周辺 

 ホースをつなげば消火ホースも届

くだろうが、消防車などが目の前ま

で止められると良い。 

 道路が狭く、建物が旧耐震

で避難が難しい。 ― 

④ 備蓄倉庫や

避難場所 

 まず避難場所を知っていない 

 在宅避難をする際、食料等の確保が

必要。各自の備蓄を多めにしておき

たい。 

 災害時にはバールやツルハシが阪

神淡路大震災でも役に立った。 

 カセットコンロもライフラインが

寸断するので、役立つ。 

 現在は D 型ポンプよりスタンドパ

イプが主流となっている。 

 中央高速下などに備蓄倉庫

はあるが、高齢者や発災後

はそこまで行って戻ってこ

られるか不安だ。 

 高齢者は、一時避難所へ行

けるか心配だ。また在宅避

難と言われても、きちんと

できるか心配だ。 

 バールやツルハシ、カセッ

トコンロが役だったこと

プレーパークの人からう

かがいました。 

⑥マンションや

集合住宅 

 住民が参画し、自治会以外のマンシ

ョンの自治会など自主グループに

よる活動を活発化させたい。 

 上町会では避難訓練などを

活発にやっているが、マン

ションや集合住宅は別組織

― 
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 他のマンションなどではどんなこ

とをやっているのか参考にしたい。 

で情報も途絶えている。 

 住 ん で いる マ ン ショ ンで

は、防災訓練はするが、起震

車体験や消火器の使い方ぐ

らいで、突然地震が起きた

時 の 訓 練を し て いな いの

で、不安。 

⑦ペットを飼っ

ている人 

 避難場所のなかにペットといっし

ょに避難できる区画や教室を決め

られると良い。 

 ペットを飼っている人は増

えている。どのように避難

すれば良いかわからない。 
― 

⑧人材確保  災害が起きてからでは、パニックに

なって役割分担もできないので、避

難場所のボランティアを事前に集

めておきたい。 

 中学校では、ボランティア部などで

災害時の役割分担が整っている。 

― ― 

⑨情報共有  防災情報板の設置など、情報を見え

る化したい。 

 町会では名簿を共有できているが、

商店街でもできるようになると良

い。 

 町会では名簿は共有してい

るが、災害時に有効活用で

きるか？ 

 防災看板良いと思う。 

 防災マップ QR コードに

賛成。 

 新聞に挟む広報が難しく

なった今、住民全体により

多く共有する方法って何

だろう。 

 スマホが使えない状況を

想定した防災まちづくり

をやりたい。(看板以外に

も情報共有するしくみ) 

 コミュニティで情報共有

について話し合っておく

ことが良いね。 

 防災の中身が知られてい

ない不安。これからの防災

に対するアップデートを

周知する。 

⑩メンテナンス

を兼ねた点検 

 防災マップづくりを参加型で行い、

点検も兼ねてまち歩きなどができ

ると良い。 

 防災倉庫や AED、消火栓などの場

所もアプリで一括確認できると良

い。 

 商店街が作った道路にある

散水栓 6 箇所のメンテナン

スと周知がしたい。 

 AED はあるが、どこにある

かわからない。 

 AED マップの活用と合わ

せて性別問わず救命率ア

ップを目指したい。 

 災害時の給水所の可視化

をしてほしい。 

⑪顔と名前の一

致する関係づく

り 

 喫茶店や接骨院、図書館など常連で

行く人同士が顔と名前が一致して

いて、安否を確認することができて

いる。そうした関係づくりができる

と良い。 

 独居高齢者が多く、簡単に

避難できない。 

 避難所の収容人数は足りな

い。 

 一人暮らしのグループ名

簿を作る。若い方、高齢者

等。安心に繋がるのでは。 

 防災には町内会の役割が

大きいが、高齢化が課題。

ホントに何とかしないと。 

⑫来街者 

― 

 人口が密集していて、いざ

という時にパニックになら

ないか心配だ。 

 商店街の来街者の安全確保 

― 

⑬その他 

― ― 

 防災士がリーダーとなっ

て、地域一帯となるコミュ

ニティを日常から。 

 開発前、開発中、開発後の

対策が必要。 

 


